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道徳教育　特別活動　魅力ある学校づくり

前田 哲雄 特任教授

MAETA,Tetsuo 所属…環境学部 環境学科

■主な担当科目　　　　教職論, 道徳教育の理論と指導法, 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法, 教職実践演習
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■研究者略歴

1979（昭和54）年 ３月 鳥取大学教育学部小学校教員養成課程卒業

1980（昭和55）年 ４月 鹿野町立勝谷小学校教諭

1986（昭和61）年 ４月 青谷町立中郷小学校教諭

1995（平成 7）年 ４月 青谷町立青谷小学校教諭

2001（平成13）年 ４月 鳥取市立鹿野小学校教頭

2006（平成18）年 ４月 鳥取市立青谷小学校教頭

2008（平成20）年 ４月 鳥取市立大正小学校校長

2011（平成23）年 ４月 鳥取市立浜村小学校校長

2014（平成26）年 ４月 鳥取市立青谷中学校校長

2017（平成29）年 ４月 鳥取市教育センター主任教育相談員

2018（平成30）年 ４月 公立鳥取環境大学環境学部環境学科教授

2025（令和 7）年 ４月 公立鳥取環境大学環境学部環境学科特任教授

■研究等活動
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【著書】
・「道徳教育を学ぶための重要項目100」（共著），2016年，教育出版社
【論文】
・「総合的な学習の時間における「在り方生き方」教育に関する一考察」, 2022年, 公立鳥取環境大学紀要
・「人物の生き方に学ぶ道徳教育」，2015年，日本道徳教育学会『道徳と教育』(第333号)
【学会発表】
・「実践に基づく道徳授業の新しい提案」，2014年，日本道徳教育学会（第84回大会）
【報告書】
・日本道徳教育学会（第80回大会）「道徳授業成否の鍵は資料にあり」，2013年，『日本道徳教育学会報』第26号
【会報寄稿】
・「子供たちが道徳授業に求めているもの～鳥取県道徳教育研究会のあゆみから～」2021年，『日本道徳教育学会報』第66号
・「偉人等の「人生の転機」に焦点をあてた道徳授業の必要性」2020年, 『日本道徳教育学会報』第61号

■社会貢献活動
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・日本道徳教育学会評議員
・日本道徳教育学会鳥取県支部長
・鳥取県道徳教育研究会会長
・鳥取県教職員育成協議会委員
・鳥取市教育委員会教育委員
・鳥取県立青谷高等学校活性化を支援する会会長
・鳥取県立青谷高等学校学校運営協議会会長
・鳥取市教育委員会子育て親育ち講演会「家庭と学校の役割　～家庭で，子どもに身につけさせたいこと～」
・米子市小学校教育研究会道徳部会講演会「道徳科の授業づくりで大切にしたいこと」
・鳥取県立米子高等学校出前授業「これからの生き方と学び方について～納得のいく生き方・働き方を～」
・鳥取市立河原中学校区幼小中連携職員研修会「「在り方生き方」教育のために～」
・鳥取市立高草中学校区小中職員研修会～自治力を育てる特別活動～
・鳥取市立北中学校区小中職員研修会～在り方生き方教育としての特別活動～
・未来への授業～学校における「在り方生き方」教育～
・放送大学講師～子供が求める道徳教育～

■取得学位 教育学士（鳥取大学）

■専門分野 道徳教育　学校経営

■現在の研究テーマ ・人物の生き方に学ぶ道徳教育
・自主的，自治的な活動を生かした学校経営

■所属学会 日本道徳教育学会，日本特別活動学会，日本生活科・総合的学習教育学会

■資格 小学校普通免許１級　中学校普通免許２級数学

【著書】
・「道徳教育を学ぶための重要項目１００」（共著）、2016年、教育出版社
【論文】
・「総合的な学習の時間における「在り方生き方」教育に関する一考察」、2022年、公立鳥取環境大学紀要
【学会発表】
・「実践に基づく道徳授業の新しい提案」、2014年、日本道徳教育学会（第84回大会）
【報告】
・「人物の生き方に学ぶ道徳教育」、2015年、日本道徳教育学会『道徳と教育』(第333号)
【会報寄稿】
・「自治会加入率の低下と道徳教育」　2025年、『日本道徳教育学会報』第85号
・「子供たちが道徳授業に求めているもの～鳥取県道徳教育研究会のあゆみから～」2021年、『日本道徳教育学会報』第66号
・「偉人等の「人生の転機」に焦点をあてた道徳授業の必要性」2020年、『日本道徳教育学会報』第61号
・日本道徳教育学会（第80回大会）「道徳授業成否の鍵は資料にあり」、2013年、『日本道徳教育学会報』第26号

 


